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品番　WR-MC100A

上手に使って上手に節電

このたびは、マルチリモコンマイクをお買い上げいただき、まことにありがとうございました。
・この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。特に「安全上のご注意」（6、
7ページ）は、ご使用前に必ずお読みいただき、安全にお使いください。お読みになったあ
とは、保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。

・保証書は、「お買い上げ日・販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売店からお受け取りく
ださい。

保証書別添付

マルチリモコンマイク

取扱説明書
工事説明付き
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本機は、業務用途を目的としたラック形非常用放送設備WL-8000/8500、ラック形非常用放送設備WL-
7050A/7550A、壁掛形非常用放送設備WK-EK110/EK115/EK120、システムコントローラーWL-K500、
AVステーションWL-AV190A/AV190/AV200A用のマルチリモコンマイクです。

・WK-EK110/EK115/EK120には最大4台接続できます。WL-8000/8500、WL-7050A/7550A、
WL-K500、WL-AV190A/AV190/AV200Aには最大8台接続できます。※1

・10個の放送エリア選択ボタンと放送エリア切換ボタンにより、20のエリア放送ができます。（WL-
8000/8500、WK-EK110/EK115/EK120以外は、10のエリア放送になります）

・一斉放送および放送先を個別に指定し放送する個別放送ができます。

・外部音声入力端子を有し、外部にBGM機器などを接続して本機より放送することができます。

・コールサインを内蔵しています。（WL-8000/8500、WK-EK110/EK115/EK120のみ使用可能）

・本機を接続する主装置側※2に内蔵されたコールサインを、本機のコールサインボタンにより鳴動することも可
能です。

・モニター用スピーカーを内蔵しており、コールサインや外部音声入力の音声をモニターできます。

・制御出力端子（3回路）を有し、コールサインボタンやマイクボタンなどに連動して出力することで、周辺機
器の制御をすることができます。

・液晶表示で機器の状態や設定内容を確認することができます。

※1：本機はDC24 Vで動作します。本機を接続する主装置の機種やシステムの規模によっては、ACアダプター
WZ-MC100（別売り）が必要になります。

※2：主装置とは、ラック形非常用放送設備WL-8000/8500、ラック形非常用放送設備WL-7050A/7550A、
壁掛形非常用放送設備WK-EK110/EK115/EK120、システムコントローラーWL-K500、AVステーシ
ョンWL-AV190A/AV190/AV200Aを指します。

商品概要

取扱説明書(本書)……………………………………1

保証書 ………………………………………………1

以下の付属品は取付工事に使用します。

束線バンド …………………………………………3

風防（本体取付済み）………………………………1

付属品をご確認ください
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弊社は如何なる場合にも以下に関して、一切の責任を負わないものとします。

① 本商品に関連して直接または間接に発生した、偶発的、特殊的、または結果的損害・被害

② お客様の故意、誤使用や不注意による損害、または本商品の破損等

③ お客様による本商品の分解、修理または改造が行われた場合、それに起因するかどうかにかかわらず発生し
た一切の故障または不具合

④ 本商品の故障・不具合を含む何らかの理由または原因により、放送ができないなどによる不便･損害・被害

⑤ 第三者の機器等と組み合わせたシステムによる不具合、あるいはその結果被る不便･損害・被害

免責について

記号のみかた

：該当する機能を使用するにあたり、制限事項や注意事項が書かれています。

：使用上のヒントが書かれています。
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操
作

工
事

必
要
な
と
き

もくじ
商品概要 ………………………………………………………2
付属品をご確認ください ……………………………………2
免責について …………………………………………………3
記号のみかた …………………………………………………3
もくじ …………………………………………………………4
安全上のご注意 ………………………………………………6
使用上のお願い ………………………………………………7
各部のなまえと働き …………………………………………8

操作の前に …………………………………………………10
操作のしかた ………………………………………………11
電源を入れる …………………………………………………………………11
放送先の選択 …………………………………………………………………11
放送のしかた …………………………………………………………………12
個別放送のしかた ……………………………………………………………13

マイク音量の調節のしかた ………………………………15

設置上のお願い ……………………………………………16
各部のなまえと働き ………………………………………16
設置のしかた ………………………………………………17
据置型として使用する場合 …………………………………………………17
壁面に取り付けて使用する場合 ……………………………………………19

接続のしかた ………………………………………………22
線材の線径について …………………………………………………………22
データ線の接続方法 …………………………………………………………22
1．ラック形非常用放送設備（WL-8000/8500）との接続 …………23
2．壁掛形非常用放送設備との接続 ………………………………………24
3．ラック形非常用放送設備、システムコントローラーとの接続 ……25
4．AVステーション（WL-AV190A/AV190/AV200A）との接続…27
5．外部音源との接続 ………………………………………………………29

ユニットアドレスについて ………………………………30
設定のしかた …………………………………………………………………30
変更・追加のしかた …………………………………………………………30

ユニット設定メニューについて …………………………31
ユニット設定メニューの表示と消去 ………………………………………32

ユニット設定 ………………………………………………34
動作モードの設定 ……………………………………………………………34

ご使用
前に

操作
使いたいとき

工事
設置・設定
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な
と
き

必要な
とき

コールサイン音量の設定 ……………………………………………………35
コールサイン上り音、下り音の設定 ………………………………………36
コールサイン起動の設定 ……………………………………………………37
BGM音量の設定………………………………………………………………38
BGMミュート音量の設定……………………………………………………39
BGMフェード時間の設定……………………………………………………40
放送スイッチの設定 …………………………………………………………41
マイクスイッチの設定 ………………………………………………………42
外部制御出力1、2、3の設定 ………………………………………………43
液晶（LCD）バックライトの設定 …………………………………………44
パスワードの設定 ……………………………………………………………45
設定の初期化 …………………………………………………………………46

ユニット点検 ………………………………………………47
電源電圧のチェック …………………………………………………………47
バージョン番号の表示 ………………………………………………………47

故障かな!? …………………………………………………48
仕様 …………………………………………………………51
保証とアフターサービス …………………………………52
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壁取付時、質量に耐える
指定の方法で取り付ける

ゆるみやはずれで
落下し、事故の原
因となります。

安全上のご注意
お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のよう
に説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。警告 

警告 
工事は販売店に依頼する

工事には技術と経験
が必要です。火災、
感電、けが、器物損
壊の原因になります。

¡必ず販売店にご依頼ください。

異物を入れない

禁止 

水や金属が内部には
いると、火災や感電
の原因になります。

¡ただちに電源プラグを抜いて、
販売店にご連絡ください。

分解しない、改造しない

分解禁止 

火災や感電の原因に
なります。

¡修理や点検は、販売店にご連
絡ください。

異常があるときは、
すぐ使用をやめる

煙が出る、臭いがす
るなど、そのまま使
用すると火災の原因
になります。

¡ただちに電源プラグを抜いて、
販売店にご連絡ください。

不安定な場所に置かない

禁止 

落下によるけがの原
因になります。

必ずお守りください

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。（下記は絵表示の一例です。）

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

機器の上に水などの入っ
た容器を置かない

水ぬれ禁止 

水などが中に入った
場合、火災や感電の
原因になります。

¡ただちに電源プラグを抜いて、
販売店にご連絡ください。

雷のときは工事、配線を
しない

ねじや固定機構はしっか
り締め付ける

締め付けがゆるむと
落下などでけがの原
因になります。

禁止 

火災や感電の原因に
なります。



使用上のお願い
警告に記載されている内容とともに、以下の項目をお守りください。

警告 
ぶら下がらない、足場代
わりにしない

禁止 

けがの原因となりま
す。
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使用温度範囲は
0 ℃～＋50 ℃です。この温度以外で使用すると、内部の部品に悪影響を与え、故障または誤動作の原因となり
ます。

携帯電話のご使用について
本機の近くでは、携帯電話等の無線機器のご使用は避けてください。放送にノイズが乗る恐れがあります。

本機を移動する場合は
¡必ず本体部と台座部が固定されていることを確認し、台座を持ってください。固定されていないと落下などで
故障の原因となります。

¡フレキシブルマイク部を持って移動しないでください。故障の原因となります。

マイク部を口元に近づけるときは
マイク部に近い側を持って曲げてください。絶対に根元側から曲げないでください。
破損の原因となります。

使用場所について
窓際など直射日光の当たる場所でのご使用は避けてください。直射日光により、選
択したボタンの点灯が識別できなくなります。

水滴が付いたときは
すぐ電源を切り、乾いた柔らかい布でふいてください。その後よく乾かしてからご使用ください。

お手入れについて
電源を切り、乾いた柔らかい布でふいてください。
ほこりがとれにくいときは、水で薄めた台所用洗剤（中性）を柔らかい布にしみ込ませ、固く絞ってから軽くふ
いてください。そのあと、乾いた柔らかい布で洗剤成分を完全にふき取ってください。
ベンジンやシンナーなどの揮発性のものは使用しないでください。
化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きにしたがってください。

ここから 
曲げない 
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本体操作部

前面　　　　　　　　　　　　後面

電源  
入 
切 モニター音量  小 大 

q フレキシブルマイク

マイクの方向を変えることができます。

風防（付属品取付済）をつけてご使用ください。

w 電源表示［電源］

本機に電源が供給されているときに点灯します。

e 解除ボタン［放送エリア選択解除］※1

放送エリアボタンyで選択されているすべての放
送エリアを解除することができます。

r 放送エリア1～10切換ボタン/表示灯［1－10］※1

押すとボタンが点灯し、放送エリアボタンyが1
～10に切り換わります。

t 放送エリア11～20切換ボタン／表示灯［11－
20］※1

押すとボタンが点灯し、放送エリアボタンyが
11～20に切り換わります。

q

w

e

r

t

y i ou

!4

!5 !6 !7 !8

!0
!1
!2

!3

@0

!9

@2 @3 @4

@1

各部のなまえと働き

¡主装置側が、ラック形非常用放送設備
（WL-7050A/7550A）、システムコント
ローラー、AVステーションの場合、放送で
きるエリアは1～10になります。そのため、
※1のe解除ボタン、r放送エリア1～10
切換ボタン、t放送エリア11～20切換ボ
タンは、押しても動作しません。
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y 放送エリアボタン／表示灯［1－20］

放送先のエリア（1～20）を選択します。選択さ
れたボタンは緑色または橙色に点灯します。

緑色：放送可能。

橙色：放送不可。本機より優先順位の高い放送が
行われています。

※放送先（1～20）を主装置側で割り当てていな
い場合、押しても選択できません。

u 音声レベルメーター［音声レベル］

マイク、コールサインおよび外部入力端子の音声
レベルを表示します。赤色が点灯しない状態が適
正レベルの目安です。

i 液晶表示部

放送エリア、操作内容、設定内容を表示します。

o 選択ダイヤル［選択］

左右に回して設定項目を選択できます。パスワー
ド入力時は、押すとカーソルを移動することがで
きます。

!0 一斉放送ボタン／表示灯［一斉放送］

一斉放送するときに押します。押すとボタンが点
灯します。

放送ボタン!8の表示灯も点灯します。

!1 個別放送ボタン／表示灯［個別放送］

スピーカー回線ごとに放送する場合に押します。
押すとボタンが点灯します。

放送エリアボタンyがスピーカー回線入力用のテ
ンキーボタンとなります。このときは押してもボ
タンは点灯しません。

!2 取り消しボタン［取消］

液晶に表示されている内容を取り消す場合に押し
ます。

!3 決定ボタン［決定］

液晶に表示されている内容を選択、決定する場合
に押します。

!4 メニューボタン［メニュー］

液晶の機能を選択する際に押します。

!5 コールサイン上りボタン／表示灯［コールサイン ］

ボタンを押すと、上り4音（出荷時設定）のコー
ルサインが流れます。コールサインが流れている
間、ボタンは点滅します。

!6 コールサイン下りボタン／表示灯［コールサイン ］

ボタンを押すと、下り4音（出荷時設定）のコー
ルサインが流れます。コールサインが流れている
間、ボタンは点滅します。

!7 マイクボタン／表示灯［マイク］

フレキシブルマイクqから放送するときに押しま
す。押すとボタンが点灯します。

!8 放送ボタン／表示灯［放送］

押すと放送することができます。放送中は表示灯
が点灯します。

!9 電源スイッチ［電源　入／切］

本機の電源を「入／切」します。押すと「入」、

戻すと「切」になります。
「入」になると電源表示wが点灯します。

電源スイッチを「切」にしても、電源からは遮断
されません。電源を遮断する場合は主装置側の電
源を切ってください。

@0 内蔵スピーカー

コールサインおよび外部入力端子の音声を聞くこ
とができます。（マイク音声は出力されません）

@1 内蔵スピーカー音量調節つまみ
［モニター音量　小／大］

内蔵スピーカー@0の音量を調節します。右に回す
と音量が大きくなります。

音声を出したくない場合は、左に回しきってご使
用ください。

@2 DC入力24 V端子［DC 入力 24 V］

本機を接続する機器から電源（DC24 V）の供給
が受けられない場合に、別売のACアダプターを
接続して電源の供給を受けます。

@3 外部入力端子
［外部入力1、2（－2 dBV 20 kΩ）］

BGMなどの外部音源機器を接続します。2系統あ
りますが、本機内部でモノラルにミックスされます。

放送ボタンを押すと放送されます。

放送中にマイク放送が入るとミキシングになります。

この端子からの放送音量を自動的に下げて、マイ
ク放送を優先させることができます。（BGMミュ
ート）

@4 録音出力端子
［録音出力（－2 dBV 10 kΩ）］

ICレコーダーなどを接続します。放送状態に関係
なく、本機の音声を録音することができます。



放送状態 液晶画面表示
動作モード 備考

WL-8000 WK-EK100 WL-7050A （＊＊はアドレス番号を示します）

非常放送 ○ ○ －
ACアダプター使用時のみ表示されま
す。

緊急放送 ○ ○ － －

○ ○ － －
業務放送
本機からの
エリア放送

－ － ○ －

業務放送
本機からの ○ ○ ○ －
個別放送
業務放送
本機からの ○ ○ ○ －
一斉放送

画面下段に放送中の機器が表示されます。
（入力マトリクスユニットWU-
MX544接続時には表示されません。）
＜ホンタイ＞、＜ヒジョウ　リモコン　＊＊＞

○ － －
＜イッパン　リモコン＞
＜マルチ　リモコン　＊＞

業務放送 ＜ガイブセイギョキドウ＞、＜チャイム＞
他機器からの ＜ページング＞、＜BGM＞
放送 画面下段に放送中の機器が表示されます。

＜ホンタイ＞、＜ヒジョウ　リモコン　＊＊＞
＜イッパン　リモコン＞－ ○ －
＜マルチ　リモコン　＊＞、＜アナウンス＞
＜ガイブセイギョキドウ＞、＜チャイム＞

－ － ○
画面下段に放送中の機器が表示されます。
＜ホンタイ＞、＜リモコン＞

点検モード中 ○ ○ － －

操作練習中 ○ － － －

10

操
作

操作の前に
液晶画面には放送状態が表示されます。表示内容は動作モード（接続される主装置）によって変わります。
WL-8000モード ：ラック形非常用放送設備（WL-8000/8500）
WK-EK100モード：壁掛形非常用放送設備（WK-EK110/EK115/EK120）
WL-7050Aモード ：ラック形非常用放送設備（WL-7050A/7550A）

システムコントローラー（WL-K500）
AVステーション（WL-AV190A/AV190／AV200A）

０１　０２　　　　　　　　０５ 
０６　０７　　　　　０９　１０　　　 

 

コヘ゛ツ　ホウソウ 
－－－－０１２　　　 

イッセイ　ホウソウチュウ　　　 

テンケンモート゛　チュウ　　　 

ソウサ　レンシュウチュウ 

タキキホウソウ　キト゛ウチュウ 
＜ホンタイ＞　　　 

ホウソウ　キト゛ウチュウ 
＜ホンタイ＞　　　 

ヒシ゛ョウ　ホウソウチュウ　　　 

キンキュウ　ホウソウチュウ　　　 
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作

操作のしかた

＜放送先について＞
¡放送エリアボタンが橙色に点灯している放送先は、本機より優先順位の高い放送が行われ
ており、本機からは放送できません。

¡主装置側で割り当てられていないと、放送エリアボタンを押しても選択できません。

1

2

放送エリア 
選択解除 

1  - 10

11-20

5

15

10

20

4

14

9

19

3

13

8

18

2

12

7

17

1

11

6

16

放送エリア 
選択解除 

1  - 10

11-20

5

15

10

20

4

14

9

19

3

13

8

18

2

12

7

17

1

11

6

16

3

4

 

s

エリア選択画面

エリア選択画面

＜放送エリアボタンについて＞
放送エリアボタンは、接続するシステムによって、操作できる数が異なります。

接続システム 選択できる放送エリア数

ラック形非常用放送設備 WL-8000/8500 最大20

ラック形非常用放送設備 WL-7050A/7550A 最大10 ※11～20は使用できません。

壁掛形非常用放送設備 WK-EK110/EK115/EK120 最大20

システムコントローラー WL-K500 最大10 ※11～20は使用できません。

AVステーション WL-AV190A/AV190/AV200A 最大10 ※11～20は使用できません。

放送先の選択
本機からの放送先を選択します。放送エリアは、主装置側で設定します。

電源スイッチを押す。
電源表示が点灯します。

1
電源  

入 
切 

電源を入れる
本機の電源を入れます。

ここでは、放送先2,3,6,10,11,13,19を例に説明します。

放送エリア切換ボタン を押す。
が点灯します。

放送エリアボタン 、 、 、 を押す。
選択したボタンが点灯し、放送エリア2、3、6、10が
選択されます。

放送エリア切換ボタン を押す。
が点灯します。

このとき液晶には、放送エリア1～10のうち、手順2
で選択されたエリアの番号が表示されます。

放送エリアボタン 、 、 を押す。
選択したボタンが点灯し、放送エリア11,13,19が選
択されます。

再度、エリア切換ボタン を押すと、液晶は右画面に
切り換わります。

1-10

191311

11-20

11-20

10632

1-10

1-10

電源  
入 
切 モニター音量  小 大 

電源スイッチ 

電源表示 
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操
作

操作のしかた

1
2

放送先を選択する（☞11ページ）。

マイクボタンを押す。
マイクボタンが点灯します。

放送ボタンを押す。
放送ボタンの表示灯が点灯します。

コールサイン上りボタンを押す。
コールサイン上りボタンが点滅し、コールサイン上り
が放送されます。コールサインは内蔵スピーカー、外
部スピーカーでモニターできます。

コールサインボタンの点滅終了後、マイクに
向かって放送する。
選択されている放送先にアナウンスが流れます。
音量の調節は、☞15ページ。

コールサイン下りボタンを押す。
コールサイン下りボタンが点滅し、コールサイン下り
が放送されます。

再度、放送ボタンを押して放送を終了する。
放送ボタンの表示灯が消灯します。

再度、マイクボタンを押す。
マイクボタンが消灯します。

解除ボタンを押す。
選択した放送エリアのボタンが消灯し、選択が解除されます。

＜コールサインについて＞
放送ボタンを押すと自動的にコールサインが流れるように設定することができます。ユニ
ット設定メニューの「コールサイン　キドウ」画面で「ジドウ」に設定してください
（☞37ページ）。
＜マイクボタン・放送ボタンについて＞
工場出荷状態では、押すたびにON／OFFが切り換わります（ロック設定）。押している
間だけONにする場合は、ユニット設定メニューの「ホウソウ　スイッチ」、「マイク　ス
イッチ」画面で「ノンロック」に設定してください（☞41、42ページ）。

電源 

一斉放送 

放送エリア 

個別放送 

音声レベル 

取消 

選択 

決定 

放送 マイク コールサイン 

メニュー 

放送エリア 
選択解除 

1  - 10

11-20

WR-MC100A

5

15

10

20

4

14

9

19

3

13

8

18

2

12

7

17

1

11

6

16

3

4

5

6

7

1 3,72,84 6

液晶表示

s

8

9

マイク 

放送 

コールサイン 

マイク 

放送 

コールサイン 

放送のしかた
マイクによるアナウンス放送を例に手順を示します。

9

5
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操
作

接続システム 選択できるスピーカ－回線
ラック形非常用放送設備
WL-8000/8500 最大340 ※システム構成によって異なります。
ラック形非常用放送設備
WL-7050A/7550A 最大160 ※システム構成によって異なります。
壁掛形非常用放送設備
WK-EK110 10局 最大10
WK-EK115 15局 最大15
WK-EK120 20局 最大20
システムコントローラー
WL-K500 最大160 ※システム構成によって異なります。
AVステーション
WL-AV190A/AV190/AV200A 最大70 ※システム構成によって異なります。

電源 

一斉放送 

放送エリア 

個別放送 

音声レベル 

取消 

選択 

決定 

放送 マイク コールサイン 

メニュー 

放送エリア 
選択解除 

1  - 10

11-20

WR-MC100A

5

15

10

20

4

14

9

19

3

13

8

18

2

12

7

17

1

11

6

16

2

7

5,9

1
3

4,106 8

液晶表示

個別放送ボタンを押す。

放送先のスピーカー回線番号を放送エリアボ
タン「1」～「10」で入力する。
液晶に入力したスピーカ－番号が表示されます。
入力したスピーカー番号を取り消す場合は、 を
押してください。

取消

1

2
コヘ゛ツ　ホウソウ 
ーーー　 
 
1 2 取消 

コヘ゛ツ　ホウソウ 
０１２ 

決定 取消 

コヘ゛ツ　ホウソウ 
ーーー　０１２ 

放送状態表示画面

個別放送のしかた
放送先を「スピーカー回線」単位で個別に選択して、マイク放送や外部音声入力の放送ができます。
個別の放送先は、接続されるシステムによって、選択できるスピーカー回線が異なります。

スピーカー回線番号 液晶表示

10のときは 、 と押します。 010

22のときは 、 と押します。 022

100のときは 、 、 と押します。 100

125のときは 、 、 と押します。 125521

10101

22

101
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操
作

操作のしかた

ボタンを押す。
複数の放送先を選択する場合は、ここで再度スピーカ
ー回線番号を指定します。

マイクボタンを押す。
マイクボタンが点灯します。

放送ボタンを押す。
放送ボタンの表示灯が点灯します。

コールサイン上りボタンを押す。
コールサイン上りボタンが点滅し、コールサイン上り
が放送されます。コールサインは内蔵スピーカー、
外部スピーカーでモニターできます。

コールサインボタンの点滅終了後、マイクに
向かって放送する。
選択されている放送先にアナウンスが流れます。
音量の調節は、☞15ページ。

コールサイン下りボタンを押す。
コールサイン下りボタンが点滅し、コールサイン下り
が放送されます。

再度、放送ボタンを押して放送を終了する。
放送ボタンの表示灯が消灯します。

再度、マイクボタンを押す。
マイクボタンが消灯します。

決定3

4

5

6

7

8

9

10

マイク 

コールサイン 

放送 

コールサイン 

コールサイン 

放送 

マイク 

s

電源 

一斉放送 

放送エリア 

個別放送 

音声レベル 

取消 

選択 

決定 

放送 マイク コールサイン 

メニュー 

放送エリア 
選択解除 

1  - 10

11-20

WR-MC100A

5

15

10

20

4

14

9

19

3

13

8

18

2

12

7

17

1

11

6

16

2

7

5,9

1
3

4,106 8
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マイク音量の調節のしかた

ボタンを押し、メインメニュー「マイク
オンリョウ」を表示する。
画面上の「＊.＊＊＊＊」はバージョン番号です。

ボタンを押す。
マイク音量調節画面が表示されます。

選択ダイヤルを回し、音量を調節する。
右へ回すと音量が大きくなり、左へ回すと音量が小さ
くなります。■が多いほど音量の設定が大きくなりま
す。
音量を最小（音量バー点灯なし）にしても、音量は絞
り切れていません。
マイクを使用しないときは、マイクボタンを押して、
マイクボタンの表示灯を消灯させてください。

ボタンを押す。
処理終了メッセージが表示（約2秒間）され、メイン
メニューに戻ります。

ボタンを押さないと、設定した内容に変更され
ません。

終了するときは、エリア選択画面が表示され
るまで ボタンを押す。取消

決定

決定

決定

メニュー1
　＊．＊＊＊＊ 

メインメニュー

2

3

マイク音量調節画面

4

5

処理終了メッセージ

　＊．＊＊＊＊ 

メインメニュー

（約2秒後に遷移）

選択した放送エリア

　１１　１２　１３　１４　１５ 
　１６　１７　１８　１９　２０ 

エリア選択画面

放送エリアが選択されていないとき

エリア選択画面

s

決定

選択 

取消

取消

決定

マイクの音量を調節できます。放送しながら、調節することができます。
音量バー 0～10点灯表示　（工場出荷時設定：音量バー 4点灯）
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工
事 各部のなまえと働き

台座部

@5 本体操作部接続端子［CN2、CN3、CN4］
本体操作部背面からの接続コネクターを接続します。

@6 RS-485終端スイッチ［通信終端　切　入］
終端抵抗を設定します。

@7 SIGNAL GND端子
大地アースに落としてください。

@8 外部制御出力接続端子［外部制御出力1、2、3、COM］
この端子から外部機器をメイクすることができ、1
～3の3系統を制御できます。制御するには、本機
のユニット設定メニューで制御出力1～3を設定し
ます。

@9 音声接続端子［音声　SG、HOT、COLD］
音声回線を接続します。

#0 通信制御［RSA、RSB］
使用しません。

#1 通信接続端子［LA ＋／－、LB ＋／－］
RS-485の通信線を接続します。
LA ＋／－は使用しません。

#2 電源接続端子［DC 24 V、0 V］
DC 24 Vを接続します。

設置上のお願い
設置工事は電気設備技術基準にしたがって実施してください。

工事は必ず販売店に依頼してください。
工事を行う前に、接続する機器の電源スイッチを「切」にし、本機に電源を供給する主装
置側の電源プラグをコンセントから抜いてください。また、「安全上のご注意」をよく読
んでその指示に従ってください。接続する機器の取扱説明書もあわせてお読みください。

警告

工事説明

●設置場所について
¡直射日光の当たるところや温風吹き出し口の近く
は避けてください。

¡湿気やほこり、振動の多い場所に設置しないでく
ださい。

¡トランス、調光器、映像機器、CRTモニターなど
から、できるだけ離してください。誘導ノイズを
受ける恐れがあります。

¡電波受信機（ラジオやテレビ、ワイヤレスマイク
の受信機）の近くで使用すると、電波受信機側で
雑音や誤動作の原因となることがあります。本機
と電波受信機はできるだけ離してご使用ください。

●壁取付について
¡モルタル壁へのねじによる直取り付けはしないで
ください。強度不足による落下の原因や、発熱に
よる発火の原因となります。

●接続線材について
¡接続のしかた（☞22ページ）に記載されている
線材をご使用ください。

¡SIGNAL GND端子への結線は、線材が終端スイ
ッチに当たらないように引き回してください。

¡本機の底部にはケーブルクランプが取り付けられ
ています。付属の束線バンドで線材を束ねるとき
にご使用ください。

●静電気について
¡静電気による破損を防止するために、作業を始め
る前に金属部に触れて、人体に帯電している静電
気を放電してください。

●放送先表示について
¡設定した放送エリアは放送エリアボタン左横欄に
名称を表示してください。ラベルで表示するとき
は、高さ9 mmのものを使用してください。

外部制御出力 
1 2 3 COM

通信制御 
SG HOT

音声 
COLD RSB RSA

LB LA
＋ ＋ － － 

0 V DC 
24 V

CN2CN4 CN3

切 入 

1 2 3 COM SG HOT COLD ＋ － ＋ － 
外部制御出力 音声 LB

RSB RSA
通信制御 LA

0V DC 
24V

@5 @6 @7 @8 @9 #0 #1 #2
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事

設置のしかた

1

2

本機背面の▲マークで示されたねじを
外す。
使用ねじ：なべ頭　M3×8

本体部を矢印の方向いっぱいにスライ
ドさせる。

本体部を台座から外し、線材3本を
外す。
（1）線材固定金具を上にあげて、

線材を外す。
（2）接続コネクターを外す。

台座の通線部（3個所のいずれか）を、
ニッパーなどで切り取る。

3

4

5

外す 

台座 
ねじ 

本体部 

線材固定金具 

台座 

接続コネクター 
外す 

本機は、据置型（☞17ページ）、壁掛型（☞19ページ）として設置できます。

必ず電源を切ってから行ってください。
本機に電源を供給する機器からの電源を遮断した状態で行ってください。電源が入った
状態で行うと、感電または機器を破損する原因となります。

警告

線材を端子台に結線する。
線材仕様、接続の詳細は22～29ページをお読み
ください。
線材の先端に丸端子を取り付けてください。
丸端子はJIS C 2805 RAV1.25-3に適合する
ものをご使用ください。
結線の手順は以下のとおりです。
qアース線をSIGNAL GND端子に左出しの方向
で結線します。

wアース線をSIGNAL GND端子と端子台の間を
通します。

e端子台に線材を結線します。
結線した線材が浮き上がらないように、付属の束
線バンドで固定します。
束線したバンドも含めて、線材は基板面より低く
してください。
台座内部には、線材の余長分を残さないでくださ
い。

ABS

束線バンドで固定 SIGNAL GND端子 

左から出して、 
端子台の間を通す 

4 min. 2.7 max.

5.5 max.

丸端子形状 

φ3.2 min.

据置型として使用する場合
本機を卓上に置いて使用する場合は、以下の手順で設置してください。

通線部 

台座裏面 



設置のしかた
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内面から出した線材を溝に沿って這わ
せ、付属の束線バンドで固定する。
○A の箇所は、溝面に開けた孔に束線バンドを
通して固定します。

台座に線材3本を接続し、本体部を取
り付ける。
（1）本体部の接続コネクターを台座部に接続

する。
確実にコネクターが挿し込まれたことを
確認する。

（2）線材固定金具で線材を固定する。

（3）通信終端の設定を行う。（☞22ページ）
（4）本体部の突起部を台座の溝にはめ込む。

本体部を手順1と反対方向にスライド
させて、本機背面に手順1で外したね
じを取り付ける。

使いやすい角度に調節する。

7

8

9

切り取りした通線部 

束線孔 

束線バンド 
（付属品） 
で固定 

A 部  

束線 
バンド 

取り付ける 

本体部 

台座 

接続コネクター 
を取り付ける 

線材固定金具 

調節角度 
　0 °～15 ° 

6

線材固定金具は基板面より低くする 
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事

1

2

本機背面の▲マークで示されたねじを
外す。
使用ねじ：なべ頭　M3×8

本体部を矢印の方向いっぱいにスライ
ドさせる。

本体部を台座から外し、線材3本を外
す。
（1）線材固定金具を上にあげて、線材を外す。
（2）接続コネクターを外す。

台座部を壁面に取り付ける。
・台座を壁面に直接取り付けるときは、台座
のゴム足を外してください。

・取り付けねじ4本を使用して、台座を確実に
固定してください。（台座が動かないことを
確認してください）

・電動ドライバーやインパクトドライバーは
使用しないでください。締めすぎにより、
壁やねじが破損する原因となります。

・取り付けは、化粧合板やボード製の間仕切り
程度に使用されている壁などは避け、垂直強
度および水平強度が98 N（10 kgf）以上の
強度を持つ壁面に取り付けてください。

・線材を台座内面に引き出してから取り付け
てください。

・線材を壁面に沿って配線するときは、台座
の通線部を切り取って開けてください
（☞17ページ）。
・スイッチボックスに取り付ける場合は、JIS
適合の2個用ボックスを使用してください。

3

4

外す 

台座 
ねじ 

本体部 

線材固定金具 

台座 

接続コネクター 
外す 

外部制御出力 
1 2 3 COM

通信制御 
SG HOT

音声 
COLD RSB RSA

LB LA
＋ ＋ － － 

0 V DC 
24 V

CN2CN4 CN3

切 入 

孔径φ5

220 mm

6
3
 m

m

壁面に取り付けて使用する場合
本機を壁に取り付けて使用する場合は、以下の手順で設置してください。

ABS

タッピングねじ　呼び径ST4.2、長さ15 mm以上 
（現地調達） 

壁面 

ABS

取付ねじM4（現地調達） 
2個用スイッチ 
ボックス 

¡モルタル壁へのねじによる直取り付けは、しないでください。強度不足による落下の原因や、
発熱による発火の原因となります。
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5

6

線材を台座内面に引き出し、端子台に
結線する。
線材仕様、接続の詳細は22～29ページをお
読みください。
線材の先端に丸端子を取り付けてください。
丸端子はJIS C 2805 RAV1.25-3に適合す
るものをご使用ください。
結線の手順は以下のとおりです。
qアース線をSIGNAL GND端子に左出しの方向
で結線します。

wアース線をSIGNAL GND端子と端子台の間を
通します。

e端子台に線材を結線します。
結線した線材が浮き上がらないように、付属
の束線バンドで固定します。
束線したバンドも含めて、線材は基板面より低
くしてください。
台座内部には、線材の余長分を残さないで、
スイッチボックス内や壁面内側に収納してく
ださい。

フレキシブルマイクの向きを変える。
（1）本体部底面のねじ2本を外して、マイク

カバーを外す。

（2）マイクを90°回転させてマイクカバーを
取り付け、外したねじ2本で固定する。

ABS

束線バンドで固定 基板 

左から出して、 
端子台の間を通す 

マイクカバー 
を取り付ける 

90 °回転させる 

4 min. 2.7 max.

5.5 max.

丸端子形状 

φ3.2 min.

マイクカバー 
外す 

¡ねじはきつく締めすぎないでください。ねじ山が破損する原因となります。

¡マイク、マイクカバーを取り付ける際は、内部の線材をはさんだり、強く引っ張ったりしな
いでください。線材が破損する原因となります。
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台座の基板に本体部からの線材3本をコ
ネクター接続し、本体部を取り付ける。
（1）コネクター接続した線材を、線材固定金具で

固定する。
確実にコネクターが挿し込まれたことを確認
する。

（2）通信終端の設定を行う。（☞22ページ）
（3）本体部の突起部を台座の溝にはめ込む。

本体部を手順1と反対方向にスライドさ
せ、本機背面に手順1で外したねじを取
り付ける。

ボタン操作がしやすい角度に本体部の傾
きを調節する。

7

8

9

取り付ける 

調節角度 
0°～15°

線材固定金具は基板面より低くする 
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接続のしかた

データ線の接続方法
データ線の接続終端のユニットは、本機の台座部の通信終端スイッチSW1を「入」にして、終端してくだ
さい。

線材の線径について
データ線の距離と線径
データ線はペア線を使用してください。
（平行線では外部ノイズの影響によって、信号（データ）が乱れることがあります。）
データ線（LB＋、LB－）の総延長距離は、1 000 mまでです。

主装置 
本機 

（終端する） 
 

本機 
本機 

（終端する） 

a b c

主装置 
（終端する） 

本機 本機 
（終端する） 

a b

a＋b≦最大1 000 m a＋b＋c≦最大1 000 m

10

9

8

7

6

20

19

18

17

16

5

4

3

2

1

15

14

13

12

11

E

D

C

B

A

WK-EK120

主電源 

故障表示 

主回路/非常電源 充電中 蓄電池点検 
正常-緑 
注意-橙 
異常-赤 

異常 

コンピューター異常 

発報連動停止 連動一斉 連動 

緊急起動 

発報 

火災 

非火災 

非常用放送設備 

出力レベル 放送可能 
シグナル ピーク 

火災 非火災 

非常復旧 

放送復旧 

音声警報 

3

2

3

非常起動 1

非常起動スイッチを押す 手動による火災放送手順 1 放送階選択スイッチを押す 2 火災スイッチを押す 3

出火階作動 

マイク 

放送階 
2

出火階作動 放送階 

優先 
アッテネーター無効 

一般 
一斉放送 

アッテネーター有効 

コール 

サイン 

認 

作動ブロック選択 

100

ライン1
モノラル 

-12dBV 
10kΩ不平衡 

-65dBV 
10kΩ平衡 100

ライン2 
/点検 

100

マイク1

100

モニター音量 

100

マイク2
壁掛形非常放送設備 

10

9

8

7

6

20

19

18

17

16

5

4

3

2

1

15

14

13

12

11

E

D

C

B

A

WK-EK120

主電源 

故障表示 

主回路/非常電源 充電中 蓄電池点検 
正常-緑 
注意-橙 
異常-赤 

異常 

コンピューター異常 

発報連動停止 連動一斉 連動 

緊急起動 

発報 

火災 

非火災 

非常用放送設備 

出力レベル 放送可能 
シグナル ピーク 

火災 非火災 

非常復旧 

放送復旧 

音声警報 

3

2

3

非常起動 1

非常起動スイッチを押す 手動による火災放送手順 1 放送階選択スイッチを押す 2 火災スイッチを押す 3

出火階作動 

マイク 

放送階 
2

出火階作動 放送階 

優先 
アッテネーター無効 

一般 
一斉放送 

アッテネーター有効 

コール 

サイン 

認 

作動ブロック選択 

100

ライン1
モノラル 

-12dBV 
10kΩ不平衡 

-65dBV 
10kΩ平衡 100

ライン2 
/点検 

100

マイク1

100

モニター音量 

100

マイク2
壁掛形非常放送設備 

5
15

通電 
放送エリア 選択解除 

選択 

出力レベル 

一斉放送 個別放送 
取消 

決定 
メニュー 

コールサイン 

マイク 

放送 

1-10

11-20

WR-MC100

4

14

3
13

2
12

1
11

10

20

9
19

8

18

7
17

6
16

5
15

通電 
放送エリア 選択解除 

選択 

出力レベル 

一斉放送 個別放送 
取消 

決定 
メニュー 

コールサイン 

マイク 

放送 

1-10

11-20

WR-MC100

4

14

3
13

2
12

1
11

10

20

9
19

8

18

7
17

6
16

5
15

通電 
放送エリア 選択解除 

選択 

出力レベル 

一斉放送 個別放送 
取消 

決定 
メニュー 

コールサイン 

マイク 

放送 

1-10

11-20

WR-MC100

4

14

3
13

2
12

1
11

10

20

9
19

8

18

7
17

6
16

5
15

通電 
放送エリア 選択解除 

選択 

出力レベル 

一斉放送 個別放送 
取消 

決定 
メニュー 

コールサイン 

マイク 

放送 

1-10

11-20

WR-MC100

4

14

3
13

2
12

1
11

10

20

9
19

8

18

7
17

6
16

5
15

通電 
放送エリア 選択解除 

選択 

出力レベル 

一斉放送 個別放送 
取消 

決定 
メニュー 

コールサイン 

マイク 

放送 

1-10

11-20

WR-MC100

4

14

3
13

2
12

1
11

10

20

9
19

8

18

7
17

6
16

良い接続例

主装置 

本機 本機 本機 

10

9

8

7

6

20

19

18

17

16

5

4

3

2

1

15

14

13

12

11

E

D

C

B

A

WK-EK120

主電源 

故障表示 

主回路/非常電源 充電中 蓄電池点検 
正常-緑 
注意-橙 
異常-赤 

異常 

コンピューター異常 

発報連動停止 連動一斉 連動 

緊急起動 

発報 

火災 

非火災 

非常用放送設備 

出力レベル 放送可能 
シグナル ピーク 

火災 非火災 

非常復旧 

放送復旧 

音声警報 

3

2

3

非常起動 1

非常起動スイッチを押す 手動による火災放送手順 1 放送階選択スイッチを押す 2 火災スイッチを押す 3

出火階作動 

マイク 

放送階 
2

出火階作動 放送階 

優先 
アッテネーター無効 

一般 
一斉放送 

アッテネーター有効 

コール 

サイン 

認 

作動ブロック選択 

100

ライン1
モノラル 

-12dBV 
10kΩ不平衡 

-65dBV 
10kΩ平衡 100

ライン2 
/点検 

100

マイク1

100

モニター音量 

100

マイク2
壁掛形非常放送設備 

5
15

通電 
放送エリア 選択解除 

選択 

出力レベル 

一斉放送 個別放送 
取消 

決定 
メニュー 

コールサイン 

マイク 

放送 

1-10

11-20

WR-MC100

4

14

3
13

2
12

1
11

10

20

9
19

8

18

7
17

6
16

5
15

通電 
放送エリア 選択解除 

選択 

出力レベル 

一斉放送 個別放送 
取消 

決定 
メニュー 

コールサイン 

マイク 

放送 

1-10

11-20

WR-MC100

4

14

3
13

2
12

1
11

10

20

9
19

8

18

7
17

6
16

5
15

通電 
放送エリア 選択解除 

選択 

出力レベル 

一斉放送 個別放送 
取消 

決定 
メニュー 

コールサイン 

マイク 

放送 

1-10

11-20

WR-MC100

4

14

3
13

2
12

1
11

10

20

9
19

8

18

7
17

6
16

悪い接続例（スター配線） 終端設定のしかた（台座部）

外部制御出力 
1 2 3 COM

通信制御 
SG HOT

音声 
COLD RSB RSA

LB LA
＋ ＋ － － 

0 V DC 
24 V

CN2CN4 CN3

切 入 
切 入 

通信終端スイッチ（SW1） 

線径（mm） 

φ0.65
φ0.9
φ1.2

200 m 300 m 400 m 500 m 600 m 700 m 800 m 900 m 1000 m

主装置側 ―マルチリモコンマイク間の距離 

可能 不可 

可能 不可 

可能 

線径（mm2） 

0.5以上 
0.75以上 

200 m 300 m 400 m 500 m 600 m 700 m 800 m 900 m 1000 m

主装置側 ―マルチリモコンマイク間の距離 

可能 不可 

可能 

 

線径（mm） 

φ0.9
φ1.2

200 m

1

1

2

1

2

2

3

2

3

2

不可 

2

不可 

3

不可 

3

不可 

3

300 m 400 m 500 m 600 m 700 m 800 m 900 m 1000 m

主装置側 ―マルチリモコンマイク間の距離 

電源線の距離と線径、ケーブル本数
電源線は線径により延長距離に制約がありますので、下表を参照してペア数を決定してください。

2芯シールド線の距離と線径
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入出力制御ユニット　端子台（中央） 

マルチリモコンマイク　1台目 

マルチリモコン　2台目 

1．ラック形非常用放送設備（WL-8000/8500）との接続
接続の前に「接続のしかた」（☞22ページ～）をお読みください。

・データ線の総延長距離は1 000 mまでです。
・すべてのマルチリモコンマイクは。ラック形非常用放送設備（WL-8000/8500）の入出力制御ユニッ
ト内端子台中央部に接続します。

・DATA1（LB＋、LB－）～DATA4端子に1端子当たり2台までのマルチリモコンマイクを接続します。
DATA信号には、極性があります。＋、－を合わせるように接続してください。

・ライン（音声）端子は、すべてのマルチリモコンマイクの音声出力を並列に接続します。
・DC24V端子には、4台までのマルチリモコンマイクのDC24 Vを並列に接続します。
DC24V端子の接続の際には極性を間違えないように接続してください。
ACアダプターから電源の供給を受けるマルチリモコンマイクは、電源線の結線をしないでください。

※電源線を圧着端子でまとめるときは、電圧降下を抑えるため、非常用放送設備の近くでまとめてくださ
い。

※接続した線材は、本機の近くで束ねたり、たるませたりしないでください。誘導ノイズを受ける恐れが
あります。

● マルチリモコンマイクの設定
ユニット設定メニューにて動作モードを「WL-8000」に設定します。（☞34ページ）
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DC24V

2芯シールド線 

0VCOM

マルチリモコンマイク 
端子台（1台目） 

マルチリモコンマイク 
端子台（2台目） 

マルチリモコンマイク 
端子台（n台目） 

H

C

DC24V 
 最大1.2A

0V 
 COM

CPU 
OFF

EMG

LB＋ 

LB－ 

放送中出力 

H

C

H

C

H

C

モ
ニ
タ
ー 

出
力 

ラ
イ
ン 

入
力
1
(3)
 

遠
隔
操
作
器 

（
非
常
リ
モ
コ
ン
） 

マ
ル
チ
リ
モ
コ
ン 

一
般
リ
モ
コ
ン 

ラ
イ
ン 

入
力
2
(4)
 

DC24V 
 最大1 A

0V

DC24V 
 最大150 mA

0V

COM

一斉 

LB＋ 

LB－ 

上り 

下り 

1

2

6

7

E 
(S)コ

ー
ル 

サ
イ
ン 

制
御
入
力 

制
御
入
力 

音
声
入
力
 

1 2 3 COM SG HOT COLD ＋ － ＋ － 
外部制御出力 音声 LB LA

0V DC 
24VRSB RSA

通信制御 

1 2 3 COM SG HOT COLD ＋ － ＋ － 
外部制御出力 音声 LB LA

0V DC 
24VRSB RSA

通信制御 

1 2 3 COM SG HOT COLD ＋ － ＋ － 
外部制御出力 音声 LB

RSB RSA
通信制御 LA

0V DC 
24V

圧着端子(スリーブ)でまとめる 

壁掛形非常用放送設備端子台 

2．壁掛形非常用放送設備との接続
接続後の設定については、壁掛形非常用放送設備の工事説明書をお読みください。

● DC24 V電源の接続
壁掛形非常用放送設備から本機に電源を供給できる台数は、非常リモコンの接続台数で変わります（下表
参照）。

接続された非常リモコン台数 電源の供給を受けられる本機の台数
0 4
1 3

接続可能台数 2 2
3 1
4 0

ACアダプター（WZ-MC100） 

DC入力24 Vジャック 
に接続 

マルチリモコンマイク接続台数を増やす場
合は、別売のACアダプター（WZ-MC100）
を本機の背面のDC入力24 Vに接続してく
ださい。

※接続した線材は、本機の近くで束
ねたり、たるませたりしないでく
ださい。誘導ノイズを受ける恐れ
があります。

※電源線を圧着端子でまと
めるときは、電圧降下を
抑えるため、非常用放送
設備側の近くでまとめて
ください。

※ACアダプターから電源の
供給を受けるマルチリモ
コンマイクは、電源線の
結線をしないでください。

● マルチリモコンマイクの設定
ユニット設定メニューにて動作モードを「WK-EK100」に設定します（☞34ページ）

接続のしかた
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3．ラック形非常用放送設備、システムコントローラーとの接続
ラック形非常用放送設備（WL-7050A/7550A）とシステムコントローラー（WL-K500）に本機を最
大8台まで接続できます。接続は入出力制御ユニット（WU-R55）に行います。

● ラック形非常用放送設備との接続
本機に供給するDC24 V電源は、別売のACアダプター（WZ-MC100）を使用してください。
（ラック形非常用放送設備から電源供給することはできません）

※接続した線材は、本機の近くで束ねたり、たるませたりしないでください。誘導ノイズを受ける恐れが
あります。

10 COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 COM 制御 
入力 

GNDRU+
チャイム 一般 

リモコン 外部制御入力 

入出力制御ユニット　WU-R55 
前面端子盤 

緊急 
外部 
制御 

GNDライン入力4

H C

非常リモコン 

RSB+ RSB−
通信制御 

LB+
DATA

LB−

マルチリモコン EB接点1 EB接点2

EF

火災確認信号 

EC 非常用 

アナウンスマシンBUSY

緊急用 

ACアダプター 
(WZ-MC100：別売品)

DC入力24 Vジャック 
に接続 

1 2 3 COM RSB RSASG HOT COLD ＋ － ＋ － 
外部制御出力 通信制御 音声 LB LA

0V DC 
24V

マルチリモコン 
マイク1端子台 

2芯シールド線 

2芯シールド線 

1 2 3 COM RSB RSASG HOT COLD ＋ － ＋ － 
外部制御出力 通信制御 音声 LB LA

0V DC 
24V

マルチリモコン 
マイクn端子台 

非常操作ユニットの一般リモコン入力 
または入力マトリクスの音声入力へ 

0 V 一斉 コール 
サイン 
上り 

放送 
制御 

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
DC24V 
最大 

300mA

一般 
リモコン 一般リモコン 

COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
外部制御入力 

COM 制御 
入力 

GNDRU+
チャイム 

0 V
DC24V 
最大 
6A

緊急 
外部 
制御 

GND
RSB+ RSB-

通信制御 

LB+
DATA

LB-

マルチリモコン 
接　続　禁　止 

EB接点1 EB接点2

EF

火災確認信号 

EC 非常用 

アナウンスマシンBUSY

緊急用 

1 2 3 COM RSB RSASG HOT COLD ＋ － ＋ － 
外部制御出力 通信制御 音声 LB LA

0V DC 
24V

マルチリモコン 
マイク1端子台 

システムコントローラーの 
一般リモコン入力 
または入力マトリクス 
音声入力へ 

マルチリモコン 
マイクn端子台 1 2 3 COM RSB RSASG HOT COLD ＋ － ＋ － 

外部制御出力 通信制御 音声 LB LA
0V DC 

24V

2芯シールド線 

2芯シールド線 

入出力制御ユニット　WU-R55 
前面端子盤 

● システムコントローラーとの接続
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接続のしかた

1 2 3 4 5 6 7 8

1 (OFF)
0 (ON)

9

台数 

なし 
5 6 7

１台 

２台 

３台 

４台 

５台 

６台 

７台 

設　　定 

マルチリモコンマイク 
WR-MC100Aの台数 

８台 

8

ディップスイッチ 

● 入出力制御ユニット（WU-R55）の設定
マルチリモコンマイクの接続台数、設置

● マルチリモコンマイクの設定
ユニット設定メニューにて動作モードを「WL-7050A」に設定します。（☞34ページ）
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4．AVステーション（WL-AV190A/AV190/AV200A）との接続
本機を最大8台まで接続できます。

● 接続のしかた
本機を接続するAVステーション端子部の開けかたは、AVステーションの工事説明書をお読みください。
本機に供給するDC24 V電源は、別売のACアダプター（WZ-MC100）を使用してください（AVステー
ション側から電源供給することはできません）。

A
V
機
器
専
用
 

非
連
動
 

A
C
 1
2
5
V
 1
5
A
 

FU
S
E

A
C
 1
2
5
V
 1
5
A
 

FU
S
E

1
.5
A

1
.5
A

1
.5
A

1
.5
A

A
V
機
器
専
用
　
連
動
A
C
1
0
0
V

1
.5
A

1
.5
A

A
V
1
0
0
 

3
A

A
V
1
0
0
 

3
A

1
.5
A

1
.5
A

1
.5
A

1
.5
A

1
.5
A

1
.5
A

1
.5
A

1
.5
A

ラジオアンテナ 

カメラ1

BB

V-AUX2

VTR1 VTR1 VTR2 VTR3VTR3音声ミキサー テープ 

V-AUX1

PA OUT1

V-AUX3 V-AUX4 カメラ1 カメラ2 カメラ3 カメラ4 OHC

プレビュー 

カメラ2 カメラ3 リレーユニット チャイム 
リモコン 

制御 

映像入出力 

映像入力 

音声出力 

音声入出力 

音声入力 

SP2

SP1 SP3 SP5 SP7 SP9 一斉 放送制御 
マルチリモコンマイク リセット リモコンマイク 

GND LB-

SP4 SP6 SP8 SP10コールサイン +24V LB+ FG
！  警告 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

VTR3 VTR3

L

L
R

VTR1VTR2カメラ1VTR3VTR1 ライン(HE)1

ライン 
(HE)1

ライン 
(HE)2

ライン 
(HE)3

ライン(HE)2ライン(HE)3

出力 

出力 入力 

ワイヤレス 

入力 

VTR2VTR1 VTR3 LD/DVD

マスター 
モニター1

マスター 
モニター1

マスター 
モニター2

モニタースピーカー1W/8Ω
スタジオ 
スピーカー1W/8Ω 電源制御ユニット スピーカーリレー出力 

スピーカーリレー出力 

マスター 
モニター2 モニター 

レピーター リモコン 
マイク 

マルチ 
リモコン 

マイク 
入力1

マイク 
入力2

マイク 
入力3

コールサイン 
ボリューム 

アナウンスマイク チャイム V-AUX1 V-AUX2 V-AUX3 V-AUX4 AUX2 テープ AUX3/MD CD LD/DVD

PA OUT2 PA OUT3

＋ － R＋ － 1＋ － 2 H C K2＋ － 

L

R

L
R

AVステーション端子部 

1 2 3 COM RSB RSASG HOT COLD ＋ － ＋ － 
外部制御出力 通信制御 音声 LB LA

0V DC 
24V

マルチリモコン 
マイク端子台 

2芯シールド線 

2芯シールド線 

対形ケーブル（1ペア） 現地製作 LB－ 

LB＋ 

2芯シールド線 

1 2 3 COM RSB RSASG HOT COLD ＋ － ＋ － 
外部制御出力 通信制御 音声 LB LA

0V DC 
24V

マルチリモコン 
マイク端子台 

1 2 3 COM RSB RSASG HOT COLD ＋ － ＋ － 
外部制御出力 通信制御 音声 LB LA

0V DC 
24V

マルチリモコン 
マイク端子台 

ACアダプター 
(WZ-MC100：別売品)

DC入力24 Vジャック 
に接続 

ディップ 
スイッチ 2

※接続した線材は、本機の近くで束ねたり、たるませたりしないでください。誘導ノイズを受ける恐れが
あります。
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● マルチリモコンマイクの設定
ユニット設定メニューにて動作モードを「WL-7050A」に設定します（☞34ページ）。

● AVステーションの設定
AVステーション端子台部制御パネル右側にあるディップスイッチ2（DIP SW 2）の5～8を接続する台
数に合わせて設定します。
①ディップスイッチの上に貼られている透明シートをはがします。（設定後、貼り直しますので捨てないで
ください。）

②ディップスイッチを設定します。
③設定後、はがした透明シートを元の位置に貼ります。

1 2 3 4 5 6 7 8

1 (OFF)
0 (ON)

台数 

なし 
5 6 7

１台 

２台 

３台 

４台 

５台 

６台 

７台 

設　　定 

マルチリモコンマイク 
WR-MC100Aの台数 

８台 

8

リセット 

！  警告 
接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

透明シート 
DIP SW2
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デジタルICレコーダー 
WZ-DP200 
（別売品） 

LINE IN (L) LINE OUT (L)

入力 
DC24V

 最大３Ａ 

（モノラル） 

10KΩ不平衡 
+6dBV

10KΩ不平衡 
0dBV
外部入力 ライン出力 

DIP スイッチ 

ON
87654321

DC24V 1A以下 
容量 

スタ－ト 
（モノラル） 

R

L

R

L
ストップ 動作中出力 

10 9 8 7 6 5 4 3 2

AC 100V

電源コンセント 
スイッチ非連動 

SIGNAL
GND

制御入力 

1ＲＳ－２３２Ｃ さい。 
使用しないでくだ 
音響機器以外には 

接続可能な機器は本機および接続される 
機器の取扱説明書をお読みください。 

注 
意 

COMCOM1112

本機 

 DC入力 24V

1 2 3 COM RSB RSASG HOT COLD ＋ － ＋ － 
外部制御出力 通信制御 音声 LB LA

0V DC 
24V

後面端子部 
外部入力1 
-2dBV 20kΩ 

外部入力2 
-2dBV 20kΩ 

録音出力 
-2dBV 10kΩ 

5．外部音源との接続
本機とデジタルICレコーダーとの接続例を示します。
（1）本機のコールサイン上り／下りボタンでデジタルICレコーダーのオリジナル音源が放送できます。

・コールサイン上り／下りボタンに外部制御出力1、2※1を設定します（☞43ページ）。本機の内蔵コ
ールサインが出力されないように、コールサイン音量を最小に設定します（☞35ページ）。

・オリジナル音源の音量は、BGM音量設定（☞38ページ）と、デジタルICレコーダーのメッセージ
音量つまみで調整します。

※1：外部制御入力1, 2は、本機内部でモノラルにミックスされます。

＜デジタルICレコーダーについて＞

デジタルICレコーダーで、以下の設定を行ってください。詳しくは、デジタルICレコーダーの取扱
説明書をご参照ください。
①ディップスイッチの3～5を「OFF」に設定します。（ダイレクト再生で動作します。）
②制御入力1、2にオリジナル音源を割り当てます。
③機能キーF1、F2に簡易録音するメッセージ番号を割り当てます。

（2）本機のマイク放送をデジタルICレコーダーで録音し、放送することができます。
・本機の録音出力をデジタルICレコーダーのLINE IN（L）に接続します。

※接続した線材は、本機の近くで束
ねたり、たるませたりしないでく
ださい。誘導ノイズを受ける恐れ
があります。
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決定

電源スイッチを「入」にする。
右画面が表示されます。

ユニットアドレスが設定されていない状態（工場出荷時
または設定初期化後）では、電源投入時に、ユニットア
ドレス設定画面に自動的に移行します。

選択ダイヤルを回し、ユニットアドレスを選択
する。

ボタンを押して、設定する。
エリア選択画面が表示されます。

決定

マルチリモコンマイクには1台ごとにアドレスの設定が必要です。
壁掛形非常用放送設備（WK-EK110/EK115/EK120）の場合、最大4台まで設定できます。
ラック形非常用放送設備WL-8000/8500、ラック形非常用放送設備WL-7050A/7550A、システムコント
ローラー（WL-K500）、AVステーション（WL-AV190A/AV190/AV200A）の場合は、最大8台まで設定
できます。

1

2

3

s

設定のしかた
ユニットアドレスは、1～4（1～8）の間でヌケやダブリのないように、必ず1から順に設定してください。
(工場出荷時設定：1)
※9～16は将来拡張用です。割り当てないでください。

 

 

  

決定

選択 

エリア選択画面

ユニットアドレス設定画面

ユニット設定メニューを表示し、「ユニット
アドレス」を表示する（☞32ページ）。

ボタンを押す。
ユニットアドレス設定画面が表示されます。

選択ダイヤルを回し、「1」～「8」を選択す
る。

ボタンを押す。
処理終了メッセージが表示（約2秒間）され、エリア選
択画面に戻ります。

ボタンを押さないと、設定した内容に変更されませ
ん。ユニットアドレスを設定しないときは、 ボタン
を押してユニット設定メニューに戻ります。

取消

決定

決定

決定

1
ユニット　セッテイ 
＞ユニット　アトレ゛ス　 

ユニット設定メニュー

2

3

ユニット　アト゛レス 
＞１ 

決定 取消

選択 

ユニットアドレス設定画面

4

セッテイヲ 
ホソ゛ン　シマシタ　 

処理終了メッセージ

エリア選択画面

（約2秒後に遷移）
s

変更・追加のしかた
ユニットアドレスの変更・追加のしかたを以下に示します。

ユニットアドレスについて
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31

ユニット設定メニューについて
ユニット設定メニューでは、下表の項目を設定できます。

パスワード入力画面

ユニット設定
メニュー画面

コールサイン音量設定 内蔵コールサインの音量を調整します
（☞35ページ）。

コールサイン上り音設定

コールサイン下り音設定

内蔵コールサインの音を設定します
（☞36ページ）。

コールサイン起動設定 コールサインを自動、手動のどちらで放送
するか設定します（☞37ページ）。

BGM音量設定 外部音声入力のBGM音量を調整します
（☞38ページ）。

BGMミュート設定 マイク放送時に外部入力に接続された
BGMの音量ミュート量を設定します
（☞39ページ）。

BGMフェード時間設定 BGMミュート時のフェード時間を設定し
ます（☞40ページ）。

放送スイッチ設定 放送スイッチ制御のロックまたはノンロッ
クを選択します（☞41ページ）。

マイクスイッチ設定 マイクスイッチ制御のロックまたは、ノン
ロックを選択します（☞42ページ）。

外部制御出力1設定

外部制御出力2設定

外部制御出力3設定

外部制御出力1～3の起動元（マイクスイ
ッチ、放送スイッチ、コールサイン上り、
下り）を選択します（☞43ページ）。

LCDバックライト設定 LCDバックライトの自動点灯、または常
時点灯を選択します（☞44ページ）。

動作モード設定（※） 接続するシステムに合わせて、動作モード
を選択します（☞34ページ）。

ユニットアドレス設定（※） 本機のユニットアドレスを設定します
（☞30ページ）。

パスワード設定 パスワードを変更する場合に設定します
（☞45ページ）。

設定初期化 設定初期化（工場出荷状態）する場合に設
定します（☞46ページ）。

｝

｝

※動作モード設定とユニットアドレス
設定は、設置工事時に必ず正しい設
定であることを確認してください。



32

工
事

選択 

選択 

ボタンを押し、メインメニューを表示
する。

選択ダイヤルを回し、「ユニット　セッテイ
メニュー」を表示する。
選択ダイヤルを回すたびに、メニューが変わります。
「マイク　オンリョウ」（☞15ページ）

「ユニット　セッテイ」

「ユニット　テンケン」（☞47ページ）

ボタンを押す。
パスワード画面が表示されます。

選択ダイヤルを回し、パスワードを入力する。
ダイヤルを回すと数字が選択されます。 ボタン
を押すと決定し、カーソルが移動します。4つ目の数
字を入力すると、ユニット設定メニューが表示されま
す。上段に「ユニット　セッテイ」、下段に設定項目
が表示されます。

選択ダイヤルを回し、設定項目を選ぶ。
選択ダイヤルを回すたびに、各設定項目が表示されま
す（☞31ページ）。

決定

決定

メニュー1

2

メイン　メニュー　＊．＊＊＊＊ 
＞マイク　オンリョウ　　　 

メインメニュー

3

選択 

メイン　メニュー 
＞ユニット　セッテイ　 

4

ハ゜スワート゛  
＞＊＊＊＊ 

決定

決定

取消

ユニット　セッテイ 
＞コールサイン　オンリョウ 

5

ユニット設定メニューの表示と消去
ユニット設定メニューで各種設定を行います。
※4けたのパスワードが必要です。
（初期パスワード：0000）

電源 

一斉放送 

放送エリア 

個別放送 

音声レベル 

取消 

選択 

決定 

放送 マイク コールサイン 

メニュー 

放送エリア 
選択解除 

1  - 10

11-20

WR-MC100A

5

15

10

20

4

14

9

19

3

13

8

18

2

12

7

17

1

11

6

16

メニュー ボタン 

選択ダイヤル 

決定 ボタン 

取消 ボタン 

液晶画面 

ユニット設定メニューについて

¡動作モードの設定が正しくないときや、主装置側との通信ができないときに、全表示灯が点灯し
てメニュー操作ができない場合があります。 ボタンを押すと操作ができるようになります。取消
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ユニット設定メニューによる操作を終了する
ときは、エリア選択画面が表示されるまで

ボタンを押す。
選択ダイヤルを回すたびに、各設定項目が表示されま
す（☞31ページ）。

取消
エリア選択画面

取消
6
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ユニット　セッテイ 
＞ト゛ウサモート゛　  

ユニット設定メニュー

ト゛ウサモート゛　セッテイ 
＞ＷＬ－８０００　 

決定
取消

決定

選択 

動作モード設定画面

セッテイヲ 
ホソ゛ン　シマシタ　 

処理終了メッセージ

エリア選択画面

2秒後に遷移

ユニット設定

1

2

3

4

動作モード 主装置

WL-8000 ラック形非常用放送設備（WL-8000/8500）

WK-EK100 壁掛形非常用放送設備（WK-EK110/EK115/EK120）

ラック形非常用放送設備（WL-7050A/7550A）
WL-7050A システムコントローラー（WL-K500）

AVステーション（WL-AV190A/AV190/AV200A）

動作モードの設定
接続する主装置によって、動作モードを設定します。

（工場出荷時設定：WL-8000）

ユニット設定メニューを表示し、「ドウサモー
ド」を表示する（☞32ページ）

ボタンを押す。

選択ダイヤルを回し、「WL-8000」、「WK-
EK100」または「WL-7050A」を選択する。

ボタンを押す。決定

決定

※動作モードの設定が正しくない場合、電源を入れたときに「ドウサモードイジョウ　モー
ドヲカクニンシテクダサイ」と液晶画面に表示されます。

ボタンを押すと表示が消えてエリア選択画面に移行しますが、必ず正しい動作モー
ドに設定しなおしてください。
取消
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ユニット設定メニューを表示し、「コールサイ
ン　オンリョウ」を表示する（☞32ページ）。

ボタンを押す。
コールサイン音量設定画面が表示されます。

選択ダイヤルを回し、音量を調節する。
右へ回すと音量が大きくなり、左へ回すと音量が小さく
なります。■が多いほど音量の設定が大きくなります。
最小（■がない）設定のときは、音は出ません。

ボタンを押す。
処理終了メッセージが表示（約2秒間）され、ユニット
設定メニューに戻ります。

ボタンを押さないと、設定した内容に変更されま
せん。音量を変更しないときは、 ボタンを押して
ユニット設定メニューに戻ります。

※接続している壁掛形非常用放送設備（WK-EK110/EK115/EK120）でオリジナルのコ
ールサイン音源を設定した場合は、本機の音量設定は無効となります。コールサインは、
壁掛形非常用放送設備で設定した音量で放送されます。

※接続しているラック形非常用放送設備（WL-8000/8500）で、マルチリモコンのコール
サインをリモコン内蔵音源に設定しなければ、本機の音量設定は無効になります。この場
合コールサインはラック形非常用放送設備（WL-8000/8500）で設定したコールサイン
が放送されます。

取消

決定

決定

決定

1
 

ユニット設定メニュー

2

3

決定 取消

決定

選択 

コールサイン音量設定画面

4
処理終了メッセージ

 

ユニット設定メニュー

（約2秒後に遷移）

s

コールサイン音量の設定
コールサインの音量を調節できます。放送しながら調節できます。
音量バー 0～10点灯表示　（工場出荷時設定：音量バー 4点灯）
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ユニット設定メニューを表示し、「コールサイ
ン　ノボリ」または「コールサイン　クダリ」
を表示する（☞32ページ）。

ボタンを押す。
「コールサイン上り」または「コールサイン下り」設
定画面が表示されます。

選択ダイヤルを回し、コールサイン音（「01」
～「10」）を選択する。

ボタンを押す。
処理終了メッセージが表示（約2秒間）され、ユニット
設定メニューに戻ります。

ボタンを押さないと、設定した内容に変更されま
せん。コールサイン音を設定しないときは、 ボタ
ンを押してユニット設定メニューに戻ります。

※接続している壁掛形非常用放送設備（WK-EK110/EK115/EK120）でオリジナルの
コールサイン音源を設定した場合は、本機のコールサイン設定は無効になります。コール
サインは壁掛形非常用放送設備で設定したコールサインが放送されます。

※接続しているラック形非常用放送設備（WL-8000/8500）で、マルチリモコンのコール
サインをリモコン内蔵音源に設定しなければ、本機のコールサイン設定は無効になります。
この場合コールサインはラック形非常用放送設備（WL-8000/8500）で設定したコール
サインが放送されます。

取消

決定

決定

決定

番号 コールサイン音
01 上り4音
02 下り4音
03 1音
04 2音　A （ソミ）
05 2音　B （ソド）
06 3音　A （ミソド）
07 3音　B （ソシド）
08 5音 （ミドミソド）
09 7音　A （ドソミミソドド）
10 7音　B （ソラソシシシド）

コールサイン上り音、下り音の設定
コールサイン上り音／下り音を10種類の中から設定できます。

工場出荷時設定：コールサイン上りボタン（ ）上り4音
コールサイン上りボタン（ ）上り4音

1
ユニット　セッテイ 
＞コールサイン　ノホ゛リ　 

ユニット設定メニュー

2

3

コールサイン　ノホ゛リ 
＞０１　 

決定 取消

決定

選択 

コールサイン上り設定画面

4

セッテイヲ 
ホソ゛ン　シマシタ　 

処理終了メッセージ

ユニット　セッテイ 
＞コールサイン　ノホ゛リ　 

ユニット設定メニュー

（約2秒後に遷移）
s

( ）

ユニット設定

工
事



1

2

3

4

s

ユニット設定メニューを表示し、「コールサ
イン　キドウ」を表示する（☞32ページ）。

ボタンを押す。
コールサイン起動設定画面が表示されます。

選択ダイヤルを回し、「シュドウ」または
「ジドウ」を選択する。

ボタンを押す。
処理終了メッセージが表示（約2秒間）され、ユニッ
ト設定メニューに戻ります。

ボタンを押さないと、設定した内容に変更されま
せん。コールサイン起動を設定しないときは、 ボ
タンを押してユニット設定メニューに戻ります。

取消

決定

決定

決定

ユニット　セッテイ 
＞コールサイン　キト゛ウ 

ユニット設定メニュー

コールサイン　キト゛ウ 
＞シュト゛ウ　シ゛ト゛ウ 

決定 取消

決定

コールサイン音量設定画面

セッテイヲ 
＞ホソ゛ン　シマシタ 

処理終了メッセージ

ユニット　セッテイ 
＞コールサイン　キト゛ウ 

ユニット設定メニュー

（約2秒後に遷移）

コールサイン起動の設定
コールサインの起動を手動で行うか、自動で行うか設定できます。
¡手動は、コールサインスイッチ上り／下りボタンを押すとコールサインが放送されます。
¡自動は、放送スイッチと連動して、自動的にコールサインが放送されます。
（工場出荷時設定：手動）

選択 
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ユニット設定メニューを表示し、「BGM
オンリョウ」を表示する（☞32ページ）。

ボタンを押す。
BGM音量設定画面が表示されます。

マイクボタン点灯中は「BGM OFFチュウ　チョウセ
イデキマセン」と表示され、設定できません。 ボ
タンを押すと、ユニット設定メニューに戻ります。

選択ダイヤルを回し、音量を調節する。
右へ回すと音量が大きくなり、左へ回すと音量が小さく
なります。■が多いほど音量の設定が大きくなります。

ボタンを押す。
処理終了メッセージが表示（約2秒間）され、ユニッ
ト設定メニューに戻ります。

ボタンを押さないと、設定した内容に変更され
ません。音量を変更しないときは、 ボタンを押
してユニット設定メニューに戻ります。

取消

決定

決定

取消

決定

1

 

ユニット設定メニュー

2

3

 

決定

決定

ＢＧＭ音量設定画面

4
処理終了メッセージ

 

ユニット設定メニュー

（約2秒後に遷移）

s

s

取消

BGM音量の設定
本機の外部入力端子に接続されたBGM機器のBGM音量を調節できます。放送しながら、調節できます。
音量バー 0～10点灯表示　（工場出荷時設定：音量バー 4点灯）

選択 
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ユニット設定メニューを表示し、「BGM
ミュート」を表示する（☞32ページ）。

ボタンを押す。
BGMミュート音量設定画面が表示されます。

選択ダイヤルを回して、設定する。
選択したい数値にカーソルを移動させます。

ボタンを押す。
処理終了メッセージが表示（約2秒間）され、ユニット
設定メニューに戻ります。

ボタンを押さないと、設定した内容に変更され
ません。音量を変更しないときは、 ボタンを押
してユニット設定メニューに戻ります。

取消

決定

決定

決定

1 ユニット設定メニュー

2

3

決定 取消

決定

ＢＧＭミュート音量設定画面

4
処理終了メッセージ

ユニット設定メニュー

（約2秒後に遷移）
s

BGMミュート音量の設定
本機の外部入力端子に接続されたBGM機器のBGMミュート音量を設定できます。

0／－10／－40（dB）（工場出荷時設定：－10 dB）

選択 
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ユニット設定メニューを表示し、「BGM
フェード　ジカン」を表示する（☞32ページ）。

ボタンを押す。
BGMフェード時間設定画面が表示されます。

選択ダイヤルを回して、設定する。
選択したい数値にカーソルを移動させます。

ボタンを押す。
処理終了メッセージが表示（約2秒間）され、ユニッ
ト設定メニューに戻ります。

ボタンを押さないと、設定した内容に変更され
ません。設定を変更しないときは、 ボタンを押
してユニット設定メニューに戻ります。

取消

決定

決定

決定

1
ユニット設定メニュー

2

3

S E C

決定 取消

決定

BGMフェード時間設定画面

4
処理終了メッセージ

ユニット設定メニュー

（約2秒後に遷移）
s

BGMフェード時間の設定
本機の外部入力端子に接続されたBGM機器のBGMフェード時間を設定できます。マイクの「ON／
OFF」により、自動的にBGMをフェードアウト／フェードインさせます。
設定時間：1／2／4（秒） （工場出荷時設定：1秒）

選択 
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ユニット設定メニューを表示し、「ホウソウ
スイッチ」を表示する（☞32ページ）。

ボタンを押す。
放送スイッチ設定画面が表示されます。

選択ダイヤルを回し、「ロック」または
「ノンロック」を選択する。

ボタンを押す。
処理終了メッセージが表示（約2秒間）され、ユニッ
ト設定メニューに戻ります。

ボタンを押さないと、設定した内容に変更されま
せん。放送スイッチを設定しないときは、 ボタン
を押してユニット設定メニューに戻ります。

取消

決定

決定

決定

1 ユニット　セッテイ 
＞ホウソウ　スイッチ　 

ユニット設定メニュー

2

3

ホウソウ　スイッチ 
＞ロック　ノンロック　 

決定 取消

決定

放送スイッチ設定画面

4

セッテイヲ 
＞ホソ゛ン　シマシタ　 

処理終了メッセージ

ユニット　セッテイ 
＞ホウソウ　スイッチ　 

ユニット設定メニュー

（約2秒後に遷移）
s

放送スイッチの設定
放送スイッチの制御方式を、ロック式で行うかノンロック式で行うかを設定できます。ロック式は、ボ
タンを押すたびにON／OFFが切り替わります。ノンロック式は、ボタンを押している間だけONになり
ます。（工場出荷時設定：ロック）

選択 
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ユニット設定メニューを表示し、「マイク
スイッチ」を表示する（☞32ページ）。

ボタンを押す。
マイクスイッチ設定画面が表示されます。

選択ダイヤルを回し、「ロック」または
「ノンロック」を選択する。

ボタンを押す。
処理終了メッセージが表示（約2秒間）され、ユニッ
ト設定メニューに戻ります。

ボタンを押さないと、設定した内容に変更されま
せん。マイクスイッチを設定しないときは、 ボタ
ンを押してユニット設定メニューに戻ります。

取消

決定

決定

決定

1 ユニット　セッテイ 
＞マイク　スイッチ　 

ユニット設定メニュー

2

3

マイク　スイッチ 
＞ロック　ノンロック　 

決定 取消

決定

マイクスイッチ設定画面

4

セッテイヲ 
ホソ゛ン　シマシタ　 

処理終了メッセージ

ユニット　セッテイ 
＞マイク　スイッチ　 

ユニット設定メニュー

（約2秒後に遷移）
s

マイクスイッチの設定
マイクスイッチの制御方式をロック式、ノンロック式のどちらかに設定できます。ロック式は、ボタン
を押すたびにON／OFFが切り替わります。ノンロック式は、ボタンを押している間だけONになりま
す。（工場出荷時設定：ロック）

選択 
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ユニット設定メニューを表示し、「セイギョ
シュツリョク　1」または「セイギョ　シュ
ツリョク　2」、「セイギョ　シュツリョク
3」を表示する（☞32ページ）。

ボタンを押す。
制御出力1（または2、3）設定画面が表示されます。

選択ダイヤルを回し、「OFF」「コールサイン
UP」「コールサイン　DOWN」「ホウソウ
スイッチ」「マイク　スイッチ」の中から選択
する。

ボタンを押す。
処理終了メッセージが表示（約2秒間）され、ユニッ
ト設定メニューに戻ります。

ボタンを押さないと、設定した内容に変更されま
せん。制御出力を設定しないときは、 ボタンを押
してユニット設定メニューに戻ります。

取消

決定

決定

決定

1 ユニット　セッテイ 
＞セイキ゛ョ　シュツリョク　１　 

ユニット設定メニュー

2

3

セイキ゛ョ　シュツリョク　１ 
＞ O F F　 

決定

決定

取消

制御出力設定画面

4

セッテイヲ 
ホソ゛ン　シマシタ　 

処理終了メッセージ

ユニット　セッテイ 
＞セイキ゛ョ　シュツリョク　１ 

ユニット設定メニュー

（約2秒後に遷移）
s

外部制御出力1、2、3の設定
外部制御出力1、2、3の起動元をマイクスイッチ、放送スイッチ、コールサイン上り／下りボタンの中
から選択します。各スイッチを押すと、外部制御出力が動作しメイク状態になります。
（工場出荷時設定：OFF（なし））

選択 
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ユニット設定メニューを表示し、「LCD バ
ックライト」を表示する（☞32ページ）。

ボタンを押す。
LCDバックライト設定画面が表示されます。

選択ダイヤルを回して、設定する。
選択したい項目にカーソルを移動させます。

ボタンを押す。
処理終了メッセージが表示（約2秒間）され、ユニッ
ト設定メニューに戻ります。

ボタンを押さないと、設定した内容に変更され
ません。設定を変更しないときは、 ボタンを押
してユニット設定メニューに戻ります。

取消

決定

決定

決定

1
ユニット設定メニュー

2

3

決定

決定

LCDバックライト設定画面

4
処理終了メッセージ

ユニット設定メニュー

s

液晶（LCD）バックライトの設定
液晶のバックライトを使用する環境に合わせて切り換えることができます。
AUTOにすると、本機のボタンを約1分操作しないと、自動的にバックライトが消灯します。

ON／AUTO（工場出荷時設定：AUTO）

選択 
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ユニット設定メニューを表示し、「パスワー
ド」を表示する（☞32ページ）。

ボタンを押す。
パスワード設定画面が表示されます。

選択ダイヤルを回し、選択のたびに ボタ
ンを押して新しいパスワード4けたを入力す
る。

ボタン押す。
処理終了メッセージが表示（約2秒間）され、ユニッ
ト設定メニューに戻ります。

ボタンを押さないと、設定した内容に変更され
ません。パスワードを設定しないときは、 ボタ
ンを押してユニット設定メニューに戻ります。

取消

決定

決定

決定

決定

1
ユニット　セッテイ 
＞ハ゜スワート゛　 

ユニット設定メニュー

2

3

ハ゜スワート゛ 
＞１２３４ 

決定 取消

決定

パスワード設定画面

4

セッテイヲ 
ホソ゛ン　シマシタ　 

処理終了メッセージ

ユニット　セッテイ 
＞ハ゜スワート゛　 

ユニット設定メニュー

（約2秒後に遷移）
s

パスワードの設定
パスワードを変更する場合、新しいパスワードを設定します。初期状態は、登録済みのパスワードが表
示されます。登録できるのは、4けたまでです。
（工場出荷時設定：0000）

選択 
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ユニット設定メニューを表示し、「セッテイ
ショキカ」を表示する（☞32ページ）。

ボタンを押す。
設定初期化画面が表示されます。

選択ダイヤルを回して、設定する。
「ハイ」にカーソルを移動させます。

ボタンを押す。
処理終了メッセージが表示（約2秒間）され、エリア
選択画面に戻ります。

「ハイ」を選択しても ボタンを押さないと、設定
初期化されません。

決定

決定

決定

1
ユニット設定メニュー

2

3

決定 取消

決定

設定初期化画面

4

セッテイヲ 
ホソ゛ン　シマシタ　 

処理終了メッセージ

 

ユニットアドレス設定画面

（約2秒後に遷移）
s

設定の初期化
本機の全設定を工場出荷状態に戻します。
イイエ／ハイ（工場出荷時設定：イイエ）

選択 
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ボタンを押し、メインメニューを表
示する。

選択ダイヤルを回し、「ユニット　テンケン」
を表示する。

ボタンを押す。
パスワード画面が表示されます。

選択ダイヤルを回し、選択のたびに ボタ
ンを押して4けたのパスワードを入力する。

ボタンを押す。
電源電圧チェック画面が表示されます。

ボタンを押す。
電源電圧のチェック結果が表示されます。±1 V程度
の誤差がありますので、目安としてお使いください。

ボタンまたは ボタンを押す。
電源電圧チェック画面に戻ります。

取消決定

決定

決定

決定

決定

メニュー1
メイン　メニュー　＊．＊＊＊＊ 
＞マイク　オンリョウ　 

メインメニュー

2

3

メイン　メニュー　＊．＊＊＊＊ 
＞ユニット　テンケン　 

4

 

決定 取消

電源電圧チェック画面

決定 取消

電源電圧チェック結果画面

5

6

7

メインメニュー

ハ゜スワート゛ 
＞＊＊＊＊ 
　 

決定 取消

パスワード入力画面

メイン　メニュー　＊．＊＊＊＊ 
＞マイク　オンリョウ　 

メインメニュー

電源電圧のチェック

バージョン番号の表示

ユニット点検で次の項目を点検できます。

項目 概要

電源電圧チェック 本機に供給されている電源の電圧を確認できます。

バージョン番号表示 本機ソフトウェアのバージョンを表示します。

メインメニュー画面を表示すると、ソフトのバ
ージョン番号「＊.＊＊＊＊」が表示されます。

選択 

選択 
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修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。
これらの処置をしても直らないときや、この表以外の症状のときは、お買い上げの販売店にご相談ください。

症　　状 原　因　・　対　策 参照ページ

電源表示灯が点灯していますか？

a消灯の場合、本機に電源が供給されていません。

本機前面の電源スイッチが「入」になっているか確認
してください。

本機を接続した主装置の電源が入っているか確認して
ください。

ACアダプター（別売り）を使用した場合は、アダプ
ターが接続されているか確認してください。

11

液晶表示が、「テンケンモード　チュウ」になっていま
せんか？

a主装置側で点検モードによる点検作業をしている場合
には、本機からの放送はできません。

10

非常用放送設備から非常放送が放送されていませんか？

a非常用放送設備からの電源供給が止まります。ACア
ダプターを使用している場合は、液晶画面に「ヒジョ
ウ　ホウソウチュウ」と表示されます。

10

液晶表示が、「キンキュウ　ホウソウチュウ」になって
いませんか？

a主装置が緊急放送中の場合には、本機からの放送はで
きません。

10

本機より優先順位の高い機器が放送中になっていません
か？

a本機より優先順位の高い機器が放送されている場合
は、本機からの放送はできません。優先順位の設定状
態はシステムによって異なります。放送中の機器につ
いては液晶画面に表示されます。

10

本機から放送ができ
ない

a本機は、マイク音量の調節機能を持っています。「マ
イク　オンリョウ」画面で適切な音量に調節してくだ
さい。さらに、ユニット設定により「コールサイン音
量」、「外部入力音声音量（BGM音量）」の調節が可能
です。ユニット設定画面操作にはパスワードが必要で
す。

15
放送音量が大きい
（小さい）
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症　　状 原　因　・　対　策 参照ページ

ユニット設定を行うには、パスワードが必要です。

a 取消 ボタンを押して、正しいパスワードを入力して
ください。

パスワードは、製品出荷時には「0000」に設定され
ています。

45

「パスワード　ガ　チ
ガイマス」が液晶画
面に表示された。

主装置にあったモード設定が必要です。

a 取消 ボタンを押して、主装置にあった正しい設定を
してください。例えば、動作モードが「WL-8000」
に設定されている場合、WK-EK110に接続しても正
常に動作しません。

34

「ドウサモードイジョ
ウ　モードヲカクニン
シテクダサイ」が液晶
画面に表示された。

電源接続端子が接続されていますか？

a電源接続端子を接続します。
24

電源が入らない
ACアダプターが接続されていますか？（主装置から電
源供給していないシステムの場合）

aACアダプターをDC入力24 Vジャックに接続します。
24、25、27

49

必
要
な
と
き

マイクボタンが点灯していますか？

aマイクボタンを押します。
12

マイク放送ができない

放送ボタンが点灯していますか？

a放送ボタンを押します。
12

放送エリアボタンが緑色に点灯していますか？

a放送したい放送エリアのボタンを押します。橙色のと
きは、本機より優先順位の高い放送が行われています
ので、放送が終了してから本機からの放送ができます。

11



故障かな!?

症　　状 原　因　・　対　策 参照ページ

各端子は正しく接続されていますか？

a接続を確認します。
24～29

液晶画面に「エラー
ハッセイ〈ツウシン
エラー〉」、または
「モウイチド　ソウサ
シテクダサイ」と表
示される。

動作モードは正しく設定されていますか？

a主装置に合わせた動作モードを設定します。
34

本機のユニットアドレスが正しく設定されていますか？

aユニットアドレスを設定します。
30

主装置側でマルチリモコンマイクの台数が設定されてい
ますか？

・壁掛形非常用放送設備の場合

a主装置側でマルチリモコンマイクの台数を書き込み
設定します。

・ラック形非常用放送設備(WL-7050A/7550A）の場合

a入出力制御ユニット（WU-R55）のディップスイッ
チで台数を設定します。

・ラック形非常用放送設備（WL-8000/8500）の場合

a主装置側でのマルチリモコンマイクの台数を書き込
み設定します。

・システムコントローラーの場合

a入出力制御ユニット（WU-R55）のディップスイッ
チで台数を設定します。

・AVステーションの場合

a主装置側のディップスイッチで台数を設定して、初
期化を行います。

ー

25、26

ー

25、26

27、28
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主装置の電源は入っていますか?

a主装置の電源を入れます。
ー

主装置とほかの機器との通信が混雑し、本機からの操作
が受け付けられなかった可能性があります。

a再度、操作をしてください。
ー



●基本仕様

電源 DC24 V、250 mA
接続するシステムの本体、または別売のACアダプターより供給

使用温度範囲 0 C゚ ～ ＋50 C゚

寸法 幅 280 mm 高さ 55 mm 奥行き 150 mm（マイク他の突起部含まず）

質量 約 1 kg

仕上げ 本体部：OAアイボリー樹脂色（樹脂成形） マンセル5.5Y7.5/0.3近似色
台座部：グレー樹脂色　マンセルN3.5近似色
操作部：ポリカーボネイトシート

●音声入力

マイクロホン ECM内蔵 350 mm フレキシブルマイクロホン
定格出力：－2 dBV／94 dBSPL

外部入力 ピンジャック2系統（内部でモノラルミックス）、不平衡
入力感度：－2 dBV、入力インピーダンス：20 kΩ、
周波数範囲：50 Hz～20 000 Hz

●音声出力

音声出力 ねじ端子3極、1系統、電子バランス
出力レベル：－2 dBV、適合負荷インピーダンス：600 Ω以上、
周波数範囲：50 Hz～20 000 Hz

録音出力 ピンジャック1系統（モノラル）、不平衡
出力レベル：－2 dBV、適合負荷インピーダンス：10 kΩ以上、
周波数範囲：50 Hz～20 000 Hz

●外部制御出力

方式 3回路、フォトカプラによるオープンコレクタ出力

制御電圧 35 V

制御電流 15 mA

●通信

通信方式 RS-485 1系統、半2重方式

最大接続数 WL-8000/8500、WL-7050A/7550A、
WL-K500、WL-AV190A/AV190/AV200Aの場合：8台
WK-EK110/EK115/EK120の場合：4台（デイジーチェーン接続）

同期方式 調歩同期方式

データ転送速度 9 600 bpsまたは4 800 bps（接続機種に依存）

●その他

コールサイン 10種（出荷時：上り4音、下り4音）

モニター用スピーカー 内蔵

音声レベル表示 9点レベルメーター

表示素子 液晶表示　16文字×2行

角度調節 本体部：－5 °～15 °、5 °ステップ、マイク部：0 °または90 °

設置 壁取付時は台座を壁に取付可能。対応するスイッチボックス：JIS  2個用
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保証とアフターサービス よくお読みください

■保証書（別添付）
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず確か
め、お買い上げの販売店からお受け取りください。
よくお読みのあと、保存してください。

■補修用性能部品の保有期間
当社は、このマルチリモコンマイクの補修用性
能部品を、製造打ち切り後7年保有しています。
注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維

持するために必要な部品です。

修理・お取り扱い・お手入れ
などのご相談は…

まず、お買い上げの販売店へ
お申し付けください

保証期間：お買い上げ日から本体1年間

修理を依頼されるとき

48～50ページの表に従ってご確認のあと、なお異常のあるときは、本機の電源スイッチを「切」にしてから、
ACアダプターを接続している場合はACアダプターを抜き、お買い上げの販売店へご連絡ください。

¡保証期間中は
保証書の規定に従って、出張修理をさせていただ
きます。

¡保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、ご要望に
より修理させていただきます。下記修理料金の仕
組みをご参照のうえ、ご相談ください。

¡修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成
されています。

は、診断・故障個所の修理および部品交
換・調整・修理完了時の点検などの
作業にかかる費用です。

は、修理に使用した部品および補助材料
代です。

は、お客様のご依頼により製品のある場所
へ技術者を派遣する場合の費用です。

出張料

部品代

技術料

ご連絡いただきたい内容

製品名

品　番

お買い上げ日

故障の状況

マルチリモコンマイク

WR-MC100A

年　　月　　日

できるだけ具体的に
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メモ
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